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研究成果の概要（和文）：非外傷性心停止症例において、骨格筋面積から推定されるサルコペニアの有無と24時
間後生存が有意に相関した。カテーテルアブレーションを施行された心房細動患者において、大胸筋面積/体表
面積は、女性において心房細動の再発率上昇と関連した。心房細動患者を対象に血液中マイオカインを測定し、
ソマトメジンCは5m歩行速度と有意に相関したが、年齢が交絡因子と考えられた。Myostatinは年齢補正後も有意
に5m歩行速度と関連を認め、心疾患患者におけるサルコペニアのマーカーとして有用と考えられた。

研究成果の概要（英文）：In patients with non-traumatic cardiac arrest, the presence of sarcopenia, 
as estimated by skeletal muscle area, was significantly associated with survival at 24 hours. In 
patients with atrial fibrillation who underwent catheter ablation, pectoral muscle area/body surface
 area was associated with an increased rate of the recurrence of atrial fibrillation in women. Serum
 myokine was measured in patients with atrial fibrillation, and somatomedin C was significantly 
correlated with 5m walking speed, but age was considered a confounding factor; Myostatin was 
significantly associated with 5m walking speed after age correction and may be useful as a marker of
 sarcopenia in patients with cardiac disease.

研究分野：循環器
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
骨格筋量が心停止患者の予後や、心房細動の再発に関わっていた。サルコペニアと心疾患の重篤性に関連があ
り、骨格筋量を維持することで心臓病の重篤化を防ぐことができる可能性が明らかとなり、その血液マーカーと
してマイオスタチンが有用である可能性が示された。近年、筋肉量を維持することが健康寿命を延長させること
がわかってきたが、本研究はその機序を解明する一助となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
心停止は突然死につながり、突然死は本人や家族にとどまらず、社会にとって多大な悪影響を及
ぼす。国内において、現在公開されている最新の情報において、2014年中に救急搬送された心
停止傷病者は 12万人以上にのぼり、一般市民が目撃した心原性心停止傷病者であっても、1ヵ
月生存率 12%、社会復帰率 7.8%と極めて低い。非心原性心停止においては、さらに治療予後は
不良である(平成 27 年版救急救助の現況、総務省消防庁)。このように、心停止は非常に治療成
績が悪い疾患群であることから、予防のインパクトが大きく、より有効な予防法の開発が切望さ
れる疾患群である。心臓突然死の危険が高い患者群に対しては、植込み型除細動器を移植するこ
とによる予防が進められているが、突然死の多くは植込み型除細動器が対象となる集団とは異
なっており、心臓突然死全体における心停止リスク予知に関する知見は不足している。また、心
臓病患者の背景にある骨格筋の素因に関しては、不明点が多い。 
 
 
２．研究の目的 
高齢化率の急上昇に伴い、骨格筋萎縮状態であるサルコペニアは、介入可能な予後不良因子とし
て慢性疾患において注目されている。本研究では、最も生命予後に直結する病態である心停止と
サルコペニアとの関連、サルコペニアが心疾患に及ぼす作用点の解明、心疾患リスク予測に有用
なバイオマーカーの検討である。 
 
 
３．研究の方法 
1. 心停止症例について CTで骨格筋量を測定し、臨床転帰との関連を解析する。また、心
停止患者から血液中バイオマーカーを測定し、健常者と比較、予後予測因子となるマーカーを検
索する。 
2. 心房細動で入院する患者において CTで骨格筋量を測定し、心房細動再発との関連を調
べ、血液中バイオマーカーとサルコペニアの関連を解析する。 
 
 
４．研究成果 
1. 2 年間の非外傷性心停止症例連続 159 例のうち、15 歳以上、体表面積が推定可能、腹
部 CT が解析可能であった 55 例を対象とし、CT から得られた骨格筋面積および筋肉量から推定
されるサルコペニアの有無と臨床転帰を解析した。サルコペニアを 18 例(33％)に認め、骨格筋
面積は蘇生成功症例(41 例；116 +/- 30 cm2)において非成功症例 (14 例；100 +/- 29 cm2)と
比較し高値である傾向にあり、24時間後生存症例 (33 例；119 +/- 28 cm2)において非生存例 
(22 例；102+/- 32 cm2)と比較し有意に高値 (P = 0.013)であった。サルコペニアの有無は 24
時間後生存の有意な予測因子であった (P = 0.04)。 

 
2. カテーテルアブレーションを施行された心房細動患者 50 名を後ろ向きに解析した。大
胸筋面積/体表面積は、女性 1180 +/- 371 cm2/m2、男性 1766 +/- 489 cm2/m2 であった。左房
容積係数は大胸筋面積/体表面積の減少に伴い増加する傾向にあった（P = 0.20）。ヘマトクリッ
ト、血清アルブミンは大胸筋面積/体表面積と正の相関があった（P < 0.01）。Log BNP は大胸筋
面積/体表面積と負の相関を示した（P = 0.021）。心房細動の無再発率は、女性において低大胸
筋面積/体表面積群（911cm2/m2 未満）では高大胸筋面積/体表面積群より有意に低値であった（P 
= 0.048)。 

心房細動患者 56 名を対象に血液中バイオマーカーを測定した。ソマトメジン C は 5m



歩行速度と有意に相関したが、年齢が交絡因子と考えられた。Myostatin は年齢補正後も有意に
5m 歩行速度と関連を認めた。 
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